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Google　Scholarか ら読み 取 る日本語利用 統計 デー タと
　　　　　　　　　　　分野別科学研究費の比較
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　近 年 Google 　Scholar の 発 展 は 目覚 ま し く，有 料 の 学術．清報 検 索 デ ターベ スー が有 す る様 々 な機 能 を付 加 す る よ うに な っ た。和 文 誌 も英 文
誌 も多く所蔵す る Google　Scholarに 着 目し ，そ の 統計情 報か ら 日本 語出版物 の ア ク セ ス 頻度の 高い 資料 100 件 を科学研 究費の 分 野 に 沿 っ
て 分類 し比 較を行 っ た。結果 は 情報 ・電 気 電 子 工 学 系，環 境 ・自然災 害 ・エ ネ ル ギ 科ー 学系 以 外 は 科 学研 究 費の 採 択件 数 及 び配 分 額 の 割 合
と整 合する デ ターが 得 られ，無料デ ター ベ スー で あ る Google 　Scholar の 利用統計 は ，ほ ぼ社会的動 向に 沿 っ た結 果を表 し て い た。
キ ワーード ： Google　Scholar，科 学研 究 費，学術 情報 デ ターベ スー ，統 計 情報 ，　 Citation
1．は じめ に
　 理 工 系 の 大学図 書館 に 長 く勤務す る と，研 究者 が発 表 す
る 学 術 誌 に偏 りが あ る こ とに気 付 く。本学で は 理 学系研 究
者 は 英文誌 に論 文 を 投稿 す る こ とが 多 く，上 学系 は 和 文 誌
に 投稿す る こ とが 多い。それ ぞれ の 学問の 分野に 特徴 が あ
り，研 究 者の 活 躍 す る 場 の 違 い で もあ る。ま た 工 学 系 の 研
究者 が 多く投稿す る 和文誌に お い て は ，生 産 方法や手段を
念頭 に 置 か な けれ ば な らな い とい う，産 業 プ ロ セ ス の 事 情
が あ るの で は な い か と考え た。
　 国 内の 大学 で も研 究者 の 評価 を Citation の データ か ら
判 断 し よ うとす る ケ スー が 出て い る が，全 て の 研 究発 表 が
英語 とは 限 らない た め，現在利用 され て い る有料データ
ベ スー で は こ の 評 価 方 法 が 十分な解決 策 とは な らな い。
　また，視点を 大学図 書館 に変 え る と様 々 なデータベ スー
を契約 し，和文誌 や 英文誌 等，全 て の 資料 を網 羅 して 検索
す る横 断検索機能が 必 要 な状 況 に あ る。巨 大データベ スー
で あ る Google　Scholarに注 目 し，そ の ア クセ ス 数 と 日 本 学
術振興会が行 っ て い る科学研 究費の 採択状況 と を分野別 に
比較 を した。Google　Scholarの 日本 語 文 献が社会的動向に
沿っ て い るか を調査 し た。
2．　日本語 と Google　Scholar
2．1Google 　Scholarの発 展
　電 子 ジ ャ ーナ ル は 1990 年代 に始ま り急速な発展を遂げ，
学 術 関係 の 出版 物 に 普 及 し各研 究機 関 に 浸透 して行 っ た。
電 子 ジ ャーナ ル の 多くは イ ン ターネ ッ ト上 に 公 開 され る
と，利 用者 の ア ク セ ス 数やダ ウ ン ロ ード数を自動的に 算出
で き る よ うに 作っ て い る。1995 年頃に コ マ ン ド型 で は な く
著者名や キ ーワードか ら検索で き るエ ン ドユ ーザ 型ー の 情
＊ 1み や か わ 　よ し お，＊ 2 ほ ん ま　み ち ま さ，か の う　 の ぶ え
　＊ 1 東京理 科大学学術情報 シ ス テ ム 部， ＊2 葛飾 図書館 事務
　室
〒 125−8585 　東京都葛 飾区新宿 6−3−1
　Tel．03−5876 −1541 　　　　　　　 （原 稿受領 　2014．5．22）
報検索 シ ス テ ム が 開発 ・公 開され広 く利用 され て きた。ま
た Citationの 数 字 も一般 に 公 表 され た。主 な も の に
JDreamllI，　 Web　of　Science，　 SciFinder等 が ある。しか
しこ れ らの 使 用 に あ た っ て は 高額 な契約 料 が必 要 で あ る。
無 料 で 検 索 で き る も の と して は，2004 年 に Google　Scholar
が 公 開 され た が，当初 は厳密 な論文 作成 に必 要 な情報提 供
と は い い 難 か っ た。2005 年 よ り図書館 が契約 す る電 子 資料
に ナ ビゲートす る プ ロ グ ラ ム を導入 し 2007 年 に は参加 館
が 1200 館 1 に 達 した。Science　Direct”や CiNiiの 資料 も
検索 が 可 能 と な っ て い る
1t1。公 開 以 来 10 年 を 経過 し，
Google　Scholar は世界中に網 目を張 る よ うに 進出 し，言語
を 問 わ ず情 報 を 収 集 し拡 大 し て き た 。2011 年 に は ，
Citation機能を搭載 し一般に公 開され lv ，2012 年 の リリー
ス で は 出 版年 の 絞 込 み が 出来 る よ うに 改 善 され た
V 。同時
に無料 で ア クセ ス ・ダウン ロ ードで きる論文や資料 の 公 開
数 も著 しく増加 した。
2．2　 和 文 誌 と Citation
　今 日 Google　Scholar の 全 文 ヒ ッ ト数 は 増 え，幾っ か の
データベ スー を横断 して 検索す る こ とに よ り，検索時間の
短 縮 に も効果 を発揮 して い る。日本語で 検索 して も他言語
の 文 献 も含 めて 表示 し，更 に もう一度検索結果を 日本語 に
絞 り込 む こ とが で きる。日本語 の 文 献だ けを探 して い る時
には，非 常 に便 利 な機 能 で あ る。学術情報 検索 シ ス テ ム の
機能 の 中で 特 に 重要 とされ る もの と し て，前術 した 研 究者
の 評 価 基 準 と して の Citationが あ る が ，トム ソ ン ・ロ イ ター
社 は ノ ーベ ル 賞 の 発 表 が 近 づ く と，自 社 が 把 握 す る
Citationの 多い 研究者 を公 表 し て い る。こ の Citationの 正
確 な 把 握 は透明 性 を持 ち，研 究の 客観的な評価方法 の よ う
に 思わ れ る。しか し国内 の 多数 の 大 学で 導入 して い る Web
of 　Scienceは，目本 語 論 文 を検索の 対 象 と して い ない 。そ
の た め 日本語 論文 の Citaitonを調査す る こ とが で きない 。
大 学図書館 に長 く勤 務 す る と，刊 行 され る 英 文 誌 と和 文 誌
との 間 に 学問的分野 に よ る一定 の 偏 りが あ る こ とに 気 付
く 。 具体 的 に は，国 内 研 究 者で あ っ て も物理 学や化 学を中心
とす る 分野で は，American　Physical　Society（APS ） や
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American 　Chemical 　Society （ACS ） が発行す る英文 の 学
術誌 に 論文 投稿 を行 う研 究 者 が多い 。 しか し， 建 築や 機械
工 学な どの 工 学系 で は The 　Institute　 of 　Electrical　 and
Eleetronies　Engineers，　Inc．（IEEE＞や American　Society
of　Mechanical 　Engineers （ASME ）だ けで は なく国内 の 学
術機関が 発 行 す る和 文 誌 に投 稿す る研 究 者が 多い 。ま た ，
執筆され る論文数 は理 学系 よ り工 学系 の 研究者の 方が，一
般的に 少 ない 。
　Google　Scholarは和 文 ・英 文 を一度 に調 査す る検索手 段
に 用い た 場合，国 内で 発表 されて い る論文誌で も外国で 発
表 され る論 文 誌で も一様 に検索結果 を導 い て くれ る。
2．3　もの づ く り と 日本語
　研究者が 論文を発表す る と，そ の 論文 が別 の 研究者 の 参
考文 献ま た は 引用 文 献 と して使用 され ，新 しい 論 文 が 発 表
され，研究が 進ん で 行 く。し か し研究分野 に よっ て 引用数
の 違い は顕著で あ り，筑 波大 学 の 逸村裕氏 及 び 池 内有為氏
は 『イ ン パ ク トフ ァ ク ターの 功罪』の 中で，分野 別 IF！5
年 IF の 平均値 と中央値 （JCR2007） にっ い て ，調査 結果
を発表 し最 も高 い 医 学系 が IF＝2．965 に 対 し工 学 系 は
0．899 と して い る VL 。
　慶應義塾大学の 倉 田敬子 氏 は 『日本人 研究者 の 情報利用
行動』の 中で 「日本人 の 研究者 の 情報行動 に 関 して は，調
査が決定的に 不 足 して い る とい える。丼 と記 述 して い る。
倉 田敬子氏 は こ の レ ビ ュ ーの 中で ，「最近読ん だ 論文の 言語
を見 る と，自然 科 学系 の 分 野 で は ほ ぼ 9割が 国際 文 献 で あ
るが，人 文学，社会科学 で は半分以 上 が 国内文献を利用 し
て い た。」di と も記 述 して い る。しか し，こ こ で は 国内 の 研
究 者 が 読 ん で い る文 献 につ い て はふ れ て い るが，発表 して
い る言語 につ い て は 記述 して い ない 。
　 そ こ で ，工 学系の 研 究 者 が 和文 誌 に 日本 語 で 発表 す る
ケ スー が 多い とい う本学 の 特徴 に，焦点 を あて て 探求 して
み た 。 製図 や 設 計 図 の 解説 を 日本 語 で 行 わ ない と，最終的
に 完成 し た 製品 に 辿 り着きに くい とい う，国 内の 製造業 と
の 協 調関係 が あ る と推 測 す る と，工 学系 の 研 究者が 日本語
で 論文を発表す るの は ，こ うした 日本国内で の 製品 を作 り
上 げ る 「も の づ く り」の 現場に 関係 して い る と考え られ る、
理 学系の 化学の 分野で は世界的 に 共通 した 表記手段で ある
化 学構 造式や CAS 番 号 な どで 物 質 を表 す こ とが多い 。 現
代に お い て ，こ れらを全 く表記せ ず に 実験を進 め る こ とは
で き な い 。科 学者に と っ て 実 験 の 経 過 と結 果は ， 論 文 を作
成す るに あ た り必 要不可欠な もの で あ り，工 学系の 分野で
は，必 ず し も実際の 組 み 立 て や製品 化 を研 究者自身が 行 う
必 要 が あ る もの で は な い 。 工 学系の 研 究者は 図面や設計図
の 段階で 理 論を展開 し，証 明 ・結論 へ と導い て い る。工 学
系 の 分野 で は ， 論文 を 発表 した 後も，産 業界に 「もの づ く
り」 が 重要なポ イ ン トと して 残 るた め，国 内の 研 究者や技
術者 に とっ て は，和文 誌 が 重要な コ ミ ュ ニ テ ィ と し て 生 き
続けて い る と考え られ る。表 現 を変え る と工 学系 は 製品 あ
る い は建 造 物 な どを，よ り正確 ・精密 に 作 り上 げ る こ とに
よ っ て ，精度 の 高い 実証 実験や成果へとつ なげ る こ とを 可
能 と し，工 学系の 研究者 は 常に 技術者 の 支援 と理解 を 必 要
と して い る 。 つ ま り ， 国 内で腕 の 良い 技術者 の 支援と理 解
を得 る に は ，現在もな お 日本語 で 綴 り，日 本 語 で 説 明 す る
こ とが最 も近 道 で あ り正 確なル ートで あ る と予 測され る。
　近年 の 論文検索シ ス テ ム は それ ぞれ に 特徴が あ り，た と
え ば和 文 誌 を 多 く取 り扱 っ た CiNii　Articlesは 年 々 所 蔵
データ数を増加させ て い る。その 一因 と して ，特 に 2013
年 4 月 1 日付 で学 位規則 が 改正 され ，博 士 論 文 は イ ン ター
ネ ッ ト上に公 開す る こ とが義務付け られ た。そ の ため 国立
情報学研究所 （NII＞が運 営す る JAIRO 　CIoudを利 用 す る
こ とで，比較的簡便 に機 関 リポジ トリを 立 ち上げ る こ とが
可能 とな り，機関 リポ ジ トリの 構 築数 が 増加 して い る。そ
して，機 関 リポジ トリの メ タ データ を CiNii　Articlesへ提
供す る機 関 が 増 え て い る こ と は 注 目 に 値す る。し か し
CiNii　Articlesで は ， 一般 に ア クセ ス 数 ， ダウ ン ロ ード数，
Citation数 に 関す る全体的な統計データが 公 表されて い な
い。現時 点 で は Web 　of 　Scienceと同 じ く，CiNii　Articles
も また 和文誌 の 正 確な利用状 況 を知 る に は，別 の 意味で 不
完全 な 状況に あ る。こ れ らの 問題 を解 決 す るデータ ベ スー
を 求 め る と，以 前 は 学際的な視点か らは 敬遠 されて きた
Google　Scholarが あ る。方 法 と して ，　 Google　Scholarの 統
計データ に表記 され て い る h5 指標 （3．1 で 詳述）を分野 別
に集計 し，科学研究費 との 比較 を お こ な っ た。諸外国が 開
発 す る データベ スー に は含 まれ ない 日本語 文 献の 利 用 状 況
を知 る こ とが で きる と考え た。
3．Goog［e　Scholar統計データと科学研究費の比 較
3．t　 Google　Scholar統計 データ の展 開
　Google　Scholarは 公 開され て 10年 を 経過 し，情報量 を
増や し，論文作成支援 ツ ルー で ある EndNote へ の 取 り込
み を 可 能 と し，自館 が 契約 す る 電 子 ジ ャ ーナ ル ・電子 ブ ッ
ク へ の リン ク リゾル バ 機能 も表示 して くれ る。改善に 改善
を重 ね，更 に威 力 を増 して い る。今 日 Google　Scholarを研
究資料 の 検索に利用 して い る の で あれ ば，Google　Scholar
の 利 用 統計は研 究 の 動向を 知 る うえ で 重 要性 が 高い 。学際
的に も利用 され て い る の で あれ ば，日本学術振興会が 助成
して い る科学研 究費 の 採択件数 と Google　Scholarの 間に
類似 し た 関係 が ある の で は ない か と考 え た。
　こ の 2 つ の 関係 を調 べ る方 法 に Google　Scholarが 公 開
し て い る統計情報 の 中か ら日本語 資料を選択 した。日本語
資料 を選 択 した理 由 に は，世界 的 に評価 され て い る学術情
報検索データベ ース に は，日本語資料を取 り込 ん で い ない
ケ
ー
ス が 多い か らで あ る 。 具体 的 に は NII （国立 情報学研
究所） と トム ソ ン ・ロ イタ 社ー は 共同で 科学研究費 の 分野
別 分 析 に Web 　 of 　Scienceを使 っ て い る“。　 Web 　of 　Science
の Citationデータは 信頼 1生が 高い 。し か し，本学に 限定 し
た場 合，理 工 系研 究 分 野 の 特 徴 と して ，理 学系教員 は 和文
誌 よ り も英文誌 に 論文を投稿す る こ とが 多 く，Web 　 of
Scienceが 網 羅 す る雑誌 へ の 掲載 も多 い、それ に 比較す る
と工 学系 の 教員 の 場合 は，英文誌 よ り も和文誌 に 投稿す る
場 合 が多 い 、（例 ：建 築 技術 ， 電 子 情 報 通信 学会 誌 ，日本機
一 327 一 情報 の 科 学と技術　64 巻 8 号 （2014 ）
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械学会誌等）実際 に本学教員 の 情報 を Web 　of 　Scienceで検
索す る とこ の 状況 は 顕著 に 現れ る。
　こ の よ うな 問題 を解決 す る た め，本 稿 は Web 　of 　Science
か らは検索されない 和文誌 にっ い て，Google　Scholar の 統
計 情報 （日本語 資料） が科学研 究 費 の 分野別 統 計 との 問に
何 か の 関係 を見 N せ る の で あれ ば，Google　Scholarの 統計
情報 は精度 の 高 い もの と して，今 日信頼度 を増 して い る と
言 え る の で は ない か と考 え た。本稿 は Google　Scholar の 信
頼性 を知 る手 がか り と して ，科学研究 費 を一…っ の ス ケ ルー
と し て，そ の 特徴 を掴む こ と と した。
　科学研究費 に よ る研究資金 の 援助を受ける こ とは，研究
テーマ を社会的 に認 め られ た とい う機 会 で も あ る。科 学 研
究費 に採択 され るテ マー を分野 別 に調 査す る こ とは，学術
的 な 動 向 を うか が い 知 る事 に も繋 が っ て い る。そ こ で ，
Google　 Scholar の ア クセ ス 数 を 科学研 究費 と同 じ 分野 に
分 け，こ の 2 つ の 比 較を 行 うこ と と した。
　手 順 と し て は Goo 　gle　Seholar の 統計情報 （図 1） に，ア
クセ ス し 「ラ ン キ ン グ の 高 い 出版物 一日本 語 」を 選 択 す る。
出版物 の 一覧 （100 件）が表示 され る の で，
　  各出版物 を 科学研究費の 分野 と 1司 じ よ う に 分類 を行
う。具体 的 な論 文 が掲 載 され て い る の で ，こ ち らに ア クセ
ス し て 内容を確認 し，表 1−1，1−2 の よ うに 分野 を分ける。
　  次に 各出版物 の 「h5 指標」欄 に あ る 数字 を 前述 した分
野 別 ご とに 加 算す る。（2014f5114 の データ で 作成）
無 マ イライフ ラリ　　ノ マ4 引用　　瞬 アラー ト　 蘯 疹薦 曇 龍 驛　 蠧 設 定
G 鱠 9k
・鸛
ゆ ウェブ全体から険熏　 ’日本語の べ一シを検索
驃入 の 鱆 の 上 〔．立 つ
図 1　 GOQgle　Scholarの 統計 情 報
　 ＊ h5 指 標 ：過 去 5 年 間 に 発表 され た論 文 の h 指数。
　　 指数 （h−lndex） ：　Web 　ofScience の 被 引用 数 を も とに考 え
　　 られ た指標 で あ り，論文 数 と被引用 数 とに基 づ き，科 学的
　　 評価 ・貢 献 度 の 基 準 と され る。
次 に
  科学研 究費の 分野 別 採択割合・配分額割合 を算出す る。
表 1−1　分野 別 Google 　Scholar統計情報 （日本語 ）
No，　　　　　　　　 出版 物 　　　　　　　　　分野 　h5 指標
1 地学雑誌 地球 9
2 認知科学 脳 9
3 土木学会論 文集 B2 （海岸工 学） 環境 9
4 情報処 理学会論 文誌 情報 8
5 人 匚知能学会 論文誌 情報 7
6 日本 建 築学 会構 造 系論 文集 構 造 7
7 口本 放射線 技術学会雑誌 数物 7
8 電 子 情報通信 学会技術研 究報告 ：信 学技報 情報 7
9 肩 関 節 成人 7
10 口本 消 化器病 学会雑誌 成 人 6
11 コン ピ ュー タ　ソ フ トウ ェ ア 情報 6
12 日本 ロ ボ ッ ト学会誌 物質 6
13 計 測 と制御 情報 6
14 哺 乳 類科学 生 物 6
15 情 報処理学 会研 究報告 情報 6
16 目本建築学会計画 系論文集 構造 6
17 沼津⊥ 業高等専門学校研 究 報告 数物 6
18 電 気学会誌 情報 6
19 日本 建 築学 会 環 境系 論 文 集 環 境 6
20 口本 消化器 外科学会雑誌 がん 6
21 日本臨床外 科学会雑 誌 がん 6
22 結核 成人 6
23 教育心 理 学研 究 社会 6
24 口本水 産 学会 誌 生物 6
25 軽金 属 物 質 6
26 自然言 語 処 理 情報 5
27 凵 本 食品 科 学 工 学 会 誌 生物 5
28 体力 科學 生物 5
29 凵本 エ ネル ギ 学ー会誌 環境 5
30 海 岸工 学論 文集 環境 5
31
電 子 情報 通 信 学 会 論 文 誌，D，情 報 ・シ ス テ
ム
情報 5
32 日本公 衆衛 生 雑誌 成人 5
33 日本 大 腸 肛 門 病学会雑 誌 がん 5
34 理 学療法科学 成人 5
35 經 濟 學 研 究 社会 5
36RadioisotQpes 情報 5
37Synthesiology 物質 5
38 日本森林学会誌 環境 5
39 日本 機 械学會論 文 集，A 編 物質 5
40 日本緑化 コ匚学 会 誌 環境 5
41 日本血管外 科学会雑誌 成人 5
42 精密工 学会誌 物 質 5
43 糖尿病 成人 5
44 肺癌 が ん 5
45 膵臓 が ん 5
46 自動 車 技 術会論 文 集 物質 5
47 雑草研究 生物 5
48 地 質学雑 誌 地球 5
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49 情報 処 理 情 報 5
50 情報管理 情 報 5
表 1−2 分野 別 Google 　Scholar 統計情報 （日本語）
No．　　　　　　　　 出 版 物 　　　　　　　　　分野　h5 指標
51 映像情報 メデ ィ ア 学会誌 情報 5
52 日 本船舶海洋 工 学会論文 集 構 造 4
53 日本 透析医 学会雑誌 成人 4
54 人工 知 能 学 会 誌 情報 4
55 日本 AEM 学会誌 物質 4
56 日本労働研究雑誌 社会 4
57 関西 学 院大 学 社 会 学 部 紀 要 社会 4
58Audiology 　Japan が ん 4
59Journal
　 of　International　Society　of　Li£e
In負〕rmation 　Science 生物
4
60 園芸学研究 生 物 4
61 地 形 地 球 4
62 日本作物學會紀事 生 物 4
63 日本化 学療 法学会雜誌 成人 4
64 目本気 管食 道科学 会会報 成人 4
65 日本 血栓止 血学会誌 成人 4
66 理 論 と方法 社会 4
67 真 空 （日本真空協 会〉 情報 4
68 知能 と情報 情報 4
69 経 済研 究 社会 4
70 肝 臓 が ん 4
71 電子 情報通信学会論文誌．へ 基礎 ・境界 情報 4
72 ま て りあ ： 日本金属 学会会報 物質 4
73 ア レ ル ギー 成 人 4
74 分 析化 学 物 質 4
75 土 木 学 会 論 文 集 A 構 造 4
76 土 木学会論文集 D 構 造 4
77 日本バ チー ャ ル リア リテ ィ学会論文 誌 情報 4
78 日本 呼 吸 器 外 科学会雑誌 成 人 4
79 日本地 すべ り学会誌 ： 地 すべ り 環 境 4
80 日 本建 築学会技術報告集 構 造 4
81 日本機械学會論文 集．C 編 物質 4
82 口本環境感染学会誌 成 人 4
83 日本 皮 膚科 学会 雑 誌 成人 4
84 日本腹部救急 医学会雑誌 成 人 4
85 日本語 教育 人 文 4
86 特殊教育学研究 社会 4
87 環境化学 環境 4
88 画 像電 子 学会 誌 情報 4
89 発達心 理 学研究 人文 4
90 粉体お よび 粉末冶金 物 質 4
91 臨床外科 がん 4
92 計測 自動制御学会論 文集 情報 4
93 電 子 情報 通 信学会誌 情報 4
94 パ ソー ナ リテ ィ 研 究 社 会 4
95 ラ ン ドス ケ プー研 究 環境 4
96 中部 日本整 形外科 災害外科 学会 雑誌 成 人 4
97 京 都 大 学 高 等教 育研 究 社 会 4
98 企業会 計 社 会 4
99 低温 工 学 物 質 4
100 地質調 査研 究報告 地 球 4
3．2　科学研究費の 分野別割 合
　 日本 学術振興 会が公 表す る平成 24 年度の 科研費データ x
で は ，分野 別 の 採択件数及び 配 分額 の 割合 は 以下 の 表 2，
表 3 の 通 りで あ る。
表 2　平成 24年度科学研 究費採択件数 と割合
平成 24 年 度 採 択件数 割合 （％）
人文 科学系 1β01 7．2
社会科 学系 3，030 12．1
数物科学 系 918 3，7
環境 ・自然災害 ・エ ネル ギ 科ー学系 751 3．0
地球 ・宇 宙科学 系 637 2．5
物質 ・材料科学系 2，191 8．7
情報 ・電気電子 工 学系 1，476 5．9
構造 ・機 能工 学系 1，528 6．1
が ん ・エ イ ズ等難 治疾 患関係 2，000 8．0
成人 病 ・感染症 ・そ の 他 疾患関係 5，011 19，9
歯科 疾患関係 1．060 42
脳 ・神 経科学系 915 3，6
薬学 系 563 2，2
生 物 科学系 2，514 10．0
その 他 723 2．9
合 計 25，118 100
表 3　平成 24年 度科学研 究費配 分額 と割合
平成 24 年度 配分額 割 合 （％）
人 文 科 学 系 2，878，000，0004 ，3
社 会科学系 4β74，000，000 7，3
数 物科学系 2β02，400，000 3，9
環境 ・自然災害 ・エ ネル ギ 科ー学系 3，079，400ρ00 4，6
地球 ・宇宙科学系 2β18，300，000 4．2
物質 ・材料科学系 9，273，720ρ0013 ，9
情報 ・電気電子 工 学系 4，479，000ρ00 6，7
構 造 ・機能 工 学系 4，523200 ，000 6．8
が ん ・エ イ ズ等難治疾患関係 44，643，000，000 6，7
成 人病 ・感染症 ・そ の 他疾患 関係 10，748 ，700 ρ0016 ．2
歯科疾患関係 2，116，200 ρ00 3．2
脳 ・神経科学系 2，734 ，800 ，000 4．1
薬 学系 1，364 ，900，000 2．1
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生物科学系 8，859，100，0  013 ．3
そ の 他 1，722，700 ，0002 ．6
合 計 106，717，420 ，000100
3，3　科学研究費 と Googie　Scholar統計データの 比 較
　表 1
−1，1−2 の 分 野 別 h5 指 標 の 合 計 の 割 合 と表 2，表 3
の 方法で 平成 21 − 24 年度 の 科学研 究費の 分 野別 割合 を比
較 す る と表 4 の とお り とな る。
表 4　平成 21− 24年度科学研究費 と Google　Scholarの ア クセ ス
　 　 数の 比 較
分 　 野
採 択 割 合
　（％ ）
配 分 額 割
合 （％ ）
googQleScholar
ア ク セ ス
割合 （％ ）
人 文 科学系 7．713 ．841 ．63
社会科学系 12．266 ．238 ．74
数物 科学系 3．923 、192 ．64
環境 ・自然災害・エ ネル ギ 科ー学系 2．903 ．829 ．55
地 球 ・宇 宙 科 学系 2、744 ．294 ．47
物質 ・材料科学系 8．5711 ．6411 ．38
情報 ・電気電子工 学系 5．885 ．7321 、95
構造 ・機能工 学系 6．156 ．105 ．89
が ん ・エ イ ズ等難治疾患関係 7．6619 ．097 、93
成人 病 ・感 染症 ・そ の 他 疾患関係 19．1913 ．8416 ，06
歯科疾患 関係 4，142 ，630 ，00
脳 ・神経科学 系 3．573 ．561 ．83
薬学系 2．201 ．730 ．00
生 物 科 学 系 10，4712 ．257 ．93
そ の 他 2．672 ，050 ．00
表 4 を グ ラ フ 化す る と 図 2 とな る。
こ とが 分 か る。主 に 異 な っ て い るの は，情報 ・電気 電 子 工
学 系 で あ る。科学研 究費の 場合 は 情報 ・電気電子 工 学系 は，
採 択 件数 ・配 分 額 は 全体 の 約 6％ 弱 で あ る が ，Google
Scholar で は 出版物への ア ク セ ス 数 は 約 22％ を 占め て い
る。こ の 分 野 に 関 心 を示 し情報 を検 索す る人 は 多い が，科
学研 究費 で は 同 じ よ うな割合 で 採択 され て は い ない 分 野 で
あ る と言 え る。ま た，環境 ・自然 災 害 ・エ ネ ル ギー科 学 系
で は，ア クセ ス 数 に 比較 し採 択 件数 ・配 分 額 が やや低 い 割
合に あ る。しか し，他 の 分 野 で は ，こ の 表 4・図 2 よ り Google
Scholar の 統 計 情 報 に は，社 会 が 求 め るテ マー の 動 向 が 示
され て い る と捉 え る こ とが で き る。そ の 根拠 と し て 分野 別
科 学 研 究 費 の 採 択 件 数 及 び 配 分 額 の 割合 と ，Google
Scholar の 利用統計 に は 類似 した 関係 が あ る。
4．ま とめ
　近 年 の Google　Scholar の 検 索結果 は 有料データ ベ ース
に 劣 らない ，あ る い は そ れ 以 上 の 価 値 が あ る。そ の 理 由 に
  オ ープ ン ア ク セ ス の 論 文 が 増 え た た め ，Google
　　Scholar で 検索 を し，直 接 全 文 に ア クセ ス で き る ケー
　　ス が 増加 して い る。具 体的 に は 2013 年 4 月 1 日付 け
　　で 学 位規 則 が 改 正 され た た め，各 大 学 で は 博 士 論 文 を
　　イ ン ターネ ッ ト E に公 開 す る こ とが 義務付 け られ て い
　　 る。こ れ に よ り NII の JAIRO 　CIoud を使 っ た 機 関 リ
　　ポ ジ トリの 構 築 と情報 公 開 が 進ん で い る。
  前 述 した とお り，2007 年 に は リン ク ・リゾ ル バ の 対 応
　　館 を 1200 館 に 増や す な ど，情報 を地 球規模で 収集 し
　　て い るた め，各 種 言 語 や データベ スー の 横 断 検 索 が 可
　　能で あ る。
  　 大 学 図 書館 に 普 及 して い る リン ク リゾル バ 機 能 も反 映
　　 して い る た め ，操作が し易い。
  利 用 者 の 論 文 作 成 の 支 援 を 考 慮 して，EndNote へ の イ
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図 2　割合 か ら見る分野別 科学研究費採択件数 ・配分額 と Google　Scholarの ア ク セ ス 数の 関係
　図 2 よ り，人 文 社 会 系，社 会 科 学 系，数 物 科 学系，地 球
・宇宙科学系，構造 ・機械工 学系，が ん ・エ イ ズ 等難治疾
患 関 係，成 人 病 ・感 染 症 ・そ の 他 の 疾 患 関係，歯 科 疾 患 関
係，脳 ・神 経科学系 ，薬学系 ，生 物科学系 と広 範囲に 渡 り，
科 学 研 究 費 の 採 択 件 数 及 び 配 分 額 の 割 合 と Google
Scholar の 日本語 出版物 の 統計情報 の 傾 向 が類似 し て い る
　　ン ポート機能を備 え て い る。
な どが 挙げ られ る。
　大 学図 書館 が 多 くの デ ター ベ スー を 抱え，横 断検索機 能
を 必 要 と して い るが ，Google　Scholarは そ の 機能を果た
し，検索時 間を短 縮 す る こ とに 役 立 っ て い る。 日本 語 文 献
の Citation順位 も情報統計か ら閲覧す る こ とが で き る。
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Google　Scholarの 日本語 の 出版物 へ の ア ク セ ス 数 と 日本
学術振興会が 取 り扱っ て い る 科学研究 費 の 分野 別 統 計 を比
較す る と，情報 ・電気電子 工 学系，環境 ・自然災害 ・エ ネ
ル ギー科学系 以 外は ほ ぼ整 合性 が あ っ た。こ の 結果 は今 ま
で 有料 データベ スー で は実現で きなか っ た多量 の 和文 と英
文 の 検索 を 同時 に 行 うデータベ ース と し て，社 会 の 動 向 を
探 る手 段 と な っ て い る と言 える。今まさに 有料，無料 の デー
タ ベ スー の 転換期が 迫 っ て い る の で は な い か と思 う。
　今 後 の 課 題 と して は，情報 ・電気電子 工 学系が Google
Scholar の ア ク セ ス 数 が約 20％ と高 く，科 学 研 究 費採択 件
数 ・配 分 額 の 割合 が約 5％ と低 い 。そ の 現象 に つ い て 更に
詳細な調査 を行 い た い。
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Abstract； Acertain 　 difference　 in　 research 　paper 　 submission 　behavior　between　Science　 and 　 Engineering
researchers 　at　Japanese　Science／Engineering　 universities 　 was 　 observed ．　In　general，　 researchers 　in　Science
tend 　to　 submit 　 articles ，　 written 　in　English，　to　journals　published 　 mainly 　in　English，　 while 　researchers 　in
Engineering　tend　to　 write 　 articles　in　both　English　 and 　Japanese 　 and 　publish　these 　in　both　English　 and
Japanese 　journals．　Dramatic 　growth 　and 　development　ofvarious 　funetions　in　the　Google　Scholar　paid 　database
・permit　statistical　analyses 　and 　evaluation 　of 　trends 　in　scholarly 　publications．　Top　100　publications，　based 　on
access 　frequency，　from　 the　Google　Scholar　database　 were 　 analyzed 　f（〕r　 correlation 　between　the　 amount 　 of
grants−in−aid 　awarded 　to　researchers 　and 　the 　numbers 　of 　publications，　specially 　in　the　fields　of 　lnformation，
Electrica1，　 Electronic　Engineering，　Environment　and 　Natural　disasters，　Energy　Sciences　 etc ．　The　 observed
results 　show 　a　direct　eorrelation 　between 　the 　amount 　of　research 　monetary 　aid 　and 　the 　nu 皿 ber　of 　research
papers　submitted 　f（）r　publication ．
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